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資料� さっぽろ市民福祉活動計画（２４～２９年度）策定までの経過

平成２３年

３月 新活動計画策定の承認
●市社協理事会・評議員会での審議

５月 プロジェクトチームの発足・検討
●市社協・区社協事務局職員１０名のチーム発足
●プロジェクトチームによる策定作業（５月～３月：全１６回）
今後の進め方の報告
●市社協理事会・評議員会での報告（チーム発足・策定作業日程）

６月～９月 前活動計画の評価・分析（６／２０～７／１５）
●プロジェクトチーム及び市社協・区社協事務局での前計画事業の評価実施
新活動計画に関わる地域との意見交換（７／２５～９／８）［札幌市との共催］
●地域福祉に関する意見交換会（１区１地区（全市１０地区）で実施）
新活動計画に関わる職員との意見交換（９／１・９／５）
●職員研修「ステップアップ研修」（演習「活動計画の取り組みの成果・課題等」）
新活動計画（素案）の作成
●プロジェクトチーム及び市社協・区社協事務局内の関係会議で協議

８月～１２月 新活動計画（素案）の説明・意見集約
●市・区社協会長会議
●各区社協理事会・評議員会
●各研修会等

１１月 新活動計画の中間報告
●市社協経営に関する委員会で報告
●市社協理事会・評議員会で報告
●アドバイザーとのプロジェクト全体会議
（計画（素案）及び経過）

平成２４年

１月 新活動計画（素案）の周知・意見募集
●広報紙等による紹介（市社協広報紙「やさしい街」、ホームページ）
●各関係機関・団体との意見交換

１月～２月 新活動計画（素案）の修正・計画（案）の作成
●プロジェクトチーム及び市社協・区社協事務局内の関係会議で協議
●アドバイザーとのプロジェクト全体会議
●市・区社協会長会議
●市社協経営に関する委員会

３月 新活動計画の決定
●市社協理事会・評議員会で審議
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資料� さっぽろ市民福祉活動計画（２４～２９年度）策定プロジェクト

全 体 総 括：地域活動部長 高森 政行
オブザーバー：豊平区社協事務局長 馬場 伸哉※

総務課長 齋藤 洋介
地域福祉課長 小平 正治※

※札幌市地域福祉社会計画策定委員会オブザーバー

計画策定プロジェクトチーム （１０名） ○サブリーダー

担当・チーム 氏 名 所 属

全体リーダー 中路 康夫※ 企画調整担当課長

全体調整・経営改善チーム ○大石 純 総務企画係長

吉藤 義知 中央区社協次長

渡部 敬 西区社協

新規事業・重点事業チーム ○柏 浩文 活動推進係長

竹内 哲也 白石区社協

渡部 唯 相談係

現計画評価・改善チーム ○大能 文昭 相談係長

佐藤 和人 地域福祉係長

滝谷 貴光 清田区社協

計画策定に係るアドバイザー（敬称略）
・北海道大学教授 木村 純
・北星学園大学准教授 岡田 直人
・札幌市保健福祉局総務部福祉活動推進担当係長 只野 徹
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資
料
�
さ
っ
ぽ
ろ
市
民
福
祉
活
動
計
画
（
２０
～
２２
年
度
）
各
事
業
の
現
状
（
実
績
）

※
２３
年
度
事
業
一
部
含
む

事
業
整
理
区
分

具
体
的
取
り
組
み
項
目
（
事
業
）

事
業

内
容

事
業
実
績
（
２０
～
２２
年
度
）

大
項
目
・
中
項
目

�
市
民
が
お
互
い
に
支
え
合
う
活
動
の
充
実

１
地
区
社
協
の
活

動
強
化

�
地
域
の
福
祉
活

動
計
画
づ
く
り

［
新
規
事
業
］

�
住
民
座
談
会
や
福
祉
学
習
会
を

開
催

［
新
規
事
業
］

※
２３
年
度
～

地
区
の
小
地
域
（
単
位
町
内
会
及
び
地
区
に
よ
っ
て
は
ブ
ロ
ッ

ク
単
位
）
ご
と
、
あ
る
い
は
、
各
単
位
町
内
会
か
ら
１
～
２
名
の

代
表
者
で
、
住
民
座
談
会
や
福
祉
学
習
会
を
開
催
し
、
今
ま
で
実

施
し
て
き
た
取
り
組
み
が
、
本
当
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
、
自

分
た
ち
の
取
り
組
み
た
い
活
動
は
何
な
の
か
と
い
う
こ
と
等
を
、

自
分
た
ち
地
域
の
側
か
ら
見
直
し
を
す
る
と
と
も
に
課
題
を
発
見

し
ま
す
。

・
２３
年
度
実
施
：
東
区
北
光
地
区
指
定

「
地
域
の
福
祉
活
動
計
画
づ
く
り
検
討
会
」

・
計
画
の
活
動
目
標
三
本
柱

「
見
守
り
活
動
の
拡
充
」「
ふ
れ
あ
い
訪
問
活
動
の
充
実
」

「
災
害
時
を
想
定
し
た
取
り
組
み
」

・
具
体
的
な
取
り
組
み

・
計
画
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
選
任

・
計
画
づ
く
り
検
討
会
（
２
回
）

・
訪
問
対
象
者
の
状
況
把
握
（
ふ
れ
あ
い
訪
問
記
録
カ
ー
ド
）

・
福
ま
ち
協
力
員
（
１３
５
名
）
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

・
福
ま
ち
マ
ッ
プ
活
用
し
た

D
IG
研
修
～
要
援
護
者
の
避
難
ル
ー
ト
確
認

・
ア
ン
ケ
ー
ト
・

D
IG
研
修
を
踏
ま
え
た
住
民
座
談
会

・
計
画
の
策
定
～
２３
年
度
中
予
定

�
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

［
新
規
事
業
］

※
２３
年
度
～

「
１
日
の
中
で
誰
か
と
お
話
を
す
る
機
会
が
あ
り
ま
す
か
？
」

「
地
域
の
方
々
に
何
を
求
め
ま
す
か
？
」
な
ど
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

作
成
し
、
配
布
、
集
計
方
法
な
ど
を
策
定
委
員
で
決
め
ま
す
。（
ア

ン
ケ
ー
ト
対
象
世
帯
の
例
：
１
～
２
の
単
位
町
内
会
全
世
帯
で
実

施
、
子
育
て
、
高
齢
者
サ
ロ
ン
参
加
者
又
は
福
ま
ち
見
守
り
対
象

者
「
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
」
な
ど
。）

・
一
般
住
民
向
け
ア
ン
ケ
ー
ト
は
未
実
施

・
ふ
れ
あ
い
訪
問
記
録
カ
ー
ド
に
よ
る
状
況
把
握
（
７５
歳
以
上
）

健
康
状
態
、
介
護
保
険
利
用
状
況
、
福
祉
除
雪
の
利
用
意
思
、
支
援
の
ニ
ー
ズ
状
況
、
福
祉
マ
ッ
プ
へ

の
掲
載
意
思
確
認

２
福
ま
ち
推
進
事

業
の
充
実

�
地
区
福
ま
ち
活

動
の
強
化

�
市
・
区
社
協
に
お
け
る
地
区
福

ま
ち
、
福
祉
推
進
委
員
会
へ
の

日
常
支
援
活
動
の
強
化

日
常
的
に
実
施
し
て
い
る
地
区
福
ま
ち
、
福
祉
推
進
委
員
会
の

会
議
へ
の
参
加
や
、
単
位
町
内
会
等
に
対
す
る
福
祉
推
進
委
員
会

設
置
を
働
き
か
け
、
福
祉
推
進
委
員
会
の
開
設
に
向
け
た
日
常
的

な
支
援
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

�
社
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
け
る

地
区
福
ま
ち
の
情
報
の
充
実

各
地
区
福
祉
の
ま
ち
活
動
状
況
や
全
市
的
な
動
向
を
社
協
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載
す
る
こ
と
に
よ
り
、
活
動
者
に
対
す
る
福
ま
ち

情
報
を
充
実
し
て
い
き
ま
す
。

・
詳
細
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
地
区
～
２４
地
区

�
福
ま
ち
活
動
者
向
け
活
動
の
手

引
き
の
作
成

［
新
規
事
業
］

※
２１
年
度
～

各
福
ま
ち
実
践
者
か
ら
の
要
望
の
多
い
活
動
の
手
引
き
を
、
課

題
別
に
シ
リ
ー
ズ
化
し
て
発
行
し
て
い
き
ま
す
。

・
２１
年
度

「
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
編
」
１５
，６
５０
部
（
増
刷
含
む
）

・
２２
年
度

「
福
祉
推
進
委
員
会
の
開
設
・
活
動
編
」
１４
，０
００
部
（
〃
）

�
地
域
の
福
祉
活
動
計
画
モ
デ
ル

事
業
の
実
施
（
再
掲
）

地
域
の
固
有
の
福
祉
課
題
の
発
見
と
、
解
決
方
法
を
協
議
し
、

指
定
地
区
に
対
し
て
地
域
独
自
の
福
祉
計
画
の
策
定
を
支
援
し
ま

す
。

（
大
項
目
）
地
区
社
協
の
活
動
強
化

（
中
項
目
）
地
域
の
福
祉
計
画
づ
く
り

参
照

	
ご
近
所
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
の

実
施

※
２０
年
度
～
２３
年
度

終
了

地
域
の
福
祉
課
題
の
発
見
と
共
有
化
を
図
り
、
地
区
福
ま
ち
の

更
な
る
ス
テ
ッ
プ
に
つ
な
が
る
こ
と
を
目
的
に
、
指
定
地
区
に
対

し
て
、
福
ま
ち
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
福
ま
ち
助
っ
人
）
を
派
遣
し
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
を
開
催
し
ま
す
。

・
２０
年
度
～
２１
年
度
：
３
区
３
地
区
～
中
央
区
大
通
地
区
・
北
区
屯
田
地
区
・
清
田
区
平
岡
地
区

・
２１
年
度
～
２２
年
度
：
３
区
３
地
区
～
東
区
栄
東
地
区
・
白
石
区
白
石
東
地
区
・
厚
別
区
も
み
じ
台
地
区

・
２２
年
度
～
２３
年
度
：
４
区
４
地
区
～
豊
平
区
美
園
地
区
・
南
区
藻
岩
地
区
・
西
区
山
の
手
地
区
・
手
稲

区
手
稲
鉄
北
地
区

項
目

２０
年
度

２１
年
度

２２
年
度

福
祉
推
進
委
員
会
の
設
置

７０
地
区

１
，１
４８
単
町

７０
地
区

１
，１
７０
単
町

７１
地
区

１
，１
７２
単
町

福
祉
推
進
員
数

６
，２
３１
人

６
，４
４０
人

６
，２
６２
人

住
民
協
力
員
数

４
，４
３１
人

４
，１
２７
人

３
，９
０９
人

訪
問
・
安
否
確
認
実
施
地
区

７２
地
区

７４
地
区

７５
地
区
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事
業
整
理
区
分

具
体
的
取
り
組
み
項
目
（
事
業
）

事
業

内
容

事
業
実
績
（
２０
～
２２
年
度
）

大
項
目
・
中
項
目



市
民
活
動
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催

福
ま
ち
活
動
の
充
実
・
発
展
と

N
P

O
等
、
多
様
な
団
体
と
の

連
携
に
基
づ
く
今
後
の
活
動
展
開
方
法
を
学
ぶ
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開

催
し
ま
す
。

・
２１
年
度
～
参
加
者

９
／
１７
２８
５
名

「
マ
ッ
プ
づ
く
り
を
通
し
て
、
地
域
の
連
携
を
深
め
よ
う
」

・
２２
年
度
～
参
加
者

９
／
１３
４３
７
名

「
福
祉
の
ま
ち
推
進
事
業
１５
周
年
の
成
果
と
今
後
の
活
動
に
向
け
て
」

※
２３
年
度
～
参
加
者

９
／
１４
４３
９
名

「
地
域
は
今
、
災
害
と
ど
う
向
き
合
う
べ
き
か
」

�
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修
の

開
催

※
２０
年
度
～
２３
年
度

終
了

こ
れ
か
ら
の
地
区
福
ま
ち
に
お
い
て
活
動
の
中
心
と
な
る
方
を

対
象
に
、
企
画
力
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
等
の
養
成
や
他
地
区
の
取

り
組
み
状
況
を
学
ぶ
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

（
養
成
研
修
の
開
催
）
各
区
か
ら
２
名
参
加
、
２
日
間
開
催

・
２０
年
度
～
２０
名

・
２１
年
度
～
２０
名

・
２２
年
度
～
１９
名

�
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
セ
ン
タ
ー

に
お
け
る
各
種
福
ま
ち
研
修
の

開
催

札
幌
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
地
区
福
ま

ち
活
動
者
を
対
象
と
し
た
各
種
研
修
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
地

域
に
出
向
い
て
行
う
福
ま
ち
出
張
研
修
に
つ
い
て
も
区
社
協
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
よ
り
充
実
し
て
い
き
ま
す
。

・「
地
域
福
祉
研
修
」
実
績

・「
出
張
研
修
」
実
績
～
地
区
社
協
・
福
ま
ち


地
区
福
ま
ち
の

拠
点
の
拡
充
と

財
政
強
化
に
向

け
た
取
り
組
み

�
地
区
福
ま
ち
の
拠
点
の
拡
充

拠
点
の
確
保
及
び
、
拠
点
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
、
研
修
、
ア

ド
バ
イ
ス
等
を
行
い
、
地
区
福
ま
ち
活
動
の
活
性
化
を
図
り
ま

す
。

・
活
動
拠
点
設
置
地
区
数
の
推
移

�
自
主
財
源
強
化
に
向
け
た
支
援

助
成
金
の
活
用
方
法
、
自
主
財
源
確
保
の
あ
り
方
等
を
検
討

し
、
活
動
事
例
の
紹
介
や
よ
り
良
い
方
法
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を

行
い
財
政
強
化
を
支
援
し
ま
す
。

・
賛
助
会
費
の
還
元
制
度
の
取
り
組
み

・
新
し
い
取
り
組
み

［
各
種
財
団
等
の
助
成
金
制
度
の
活
用
］

［
大
型
ス
ー
パ
ー
の
地
域
支
援
制
度
活
用
（
イ
オ
ン
グ
ル
ー
プ
の
黄
色
い
レ
シ
ー
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）

［
交
流
事
業
に
お
け
る
参
加
費
徴
収
］

�
地
区
福
ま
ち
へ

の
幅
広
い
市
民

の
参
加
促
進

�
福
ま
ち
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、
ポ
ス

タ
ー
の
作
成

［
新
規
事
業
］

※
２１
年
度
～

福
ま
ち
活
動
の
求
め
ら
れ
る
背
景
、
地
域
の
主
な
福
祉
課
題
、

福
ま
ち
活
動
の
取
り
組
み
内
容
等
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
記
し

た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
ま
す
。
ま
た
、
併
せ
て
福
ま
ち

P
R

用
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
、
公
共
機
関
・
学
校
等
に
広
く
掲
示
を
し

て
い
き
ま
す
。

・
福
ま
ち
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
～
５
，０
００
部

研
修
会
で
使
用
、
市
民
啓
発
用
に
配
布

・
福
ま
ち
ポ
ス
タ
ー
～
７０
０
部

区
民
セ
ン
タ
ー
、
区
役
所
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、

介
護
予
防
セ
ン
タ
ー
、
地
区
セ
ン
タ
ー
、
大
学
・
短
大
・
専
門
学
校
・
高
校
、
児
童
会
館
等
に
掲
示

�
社
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
け
る

地
区
福
ま
ち
の
情
報
の
充
実

（
再
掲
）

各
地
区
の
福
ま
ち
の
活
動
状
況
、
全
市
的
な
動
向
と
と
も
に
、

研
修
会
や
イ
ベ
ン
ト
等
を
社
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載
す
る
こ
と

に
よ
り
、
福
ま
ち
情
報
を
積
極
的
に
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

大
項
目
）
福
ま
ち
推
進
事
業
の
充
実

（
中
項
目
）
地
区
福
ま
ち
活
動
の
強
化

（
具
体
的
取
り
組
み
項
目
）
�
社
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
け
る
地
区
福
ま
ち
の
情
報
の
充
実

参
照

�
福
ま
ち
ウ
ィ
ー
ク
事
業
の
実
施

※
２１
年
度
～

地
域
福
祉
活
動
の
必
要
性
と
福
ま
ち
事
業
の
取
り
組
み
を
よ
り

多
く
の
市
民
や
地
域
住
民
組
織
、
福
祉
の
関
係
団
体
に
理
解
い
た

だ
く
こ
と
を
目
的
に
、
９
月
の
第
３
週
を
「
福
ま
ち
ウ
ィ
ー
ク
」

と
位
置
づ
け
期
間
中
に
各
種
の
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

・
２１
年
度
：
平
成
２１
年
９
月
１３
日
～
１９
日

・
２２
年
度
：
平
成
２２
年
９
月
１２
日
～
１８
日

※
２３
年
度
：
平
成
２３
年
９
月
１１
日
～
１７
日

�
－
１

福
ま
ち
パ
ネ
ル
展
の

開
催

［
新
規
事
業
］

※
２１
年
度
～

地
区
福
ま
ち
活
動
の
様
子
を
記
録
し
た
写
真
パ
ネ
ル
等
を
展
示

す
る
こ
と
に
よ
り
、
福
ま
ち
に
対
す
る
市
民
理
解
と
活
動
へ
の
参

加
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

・
福
ま
ち
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中
、
地
下
街
オ
ー
ロ
ラ
ス
ク
エ
ア
で
開
催

・
パ
ネ
ル
展
示
数
：
３６
点

・
小
学
生
の
ポ
ス
タ
ー
と
同
時
展
示

実
績

２０
年
度

２１
年
度

２２
年
度

研
修
回
数

２８
研
修

５５
研
修

８７
研
修

研
修
日
数

６６
日

５５
日

１１
２
日

受
講
者
数

２
，１
４０
名

１
，８
５２
名

４
，０
８０
人

受
講
率

９９
．５
％

１１
２
．２
％

１３
３
．３
％

開
催
回
数

２４
回

２５
回

５８
回

参
加
者
数

１
，５
９８
人

１
，３
８２
人

２
，９
７６
人

年
度

２０
年
度

２１
年
度

２２
年
度

地
区
数

６１
地
区

６２
地
区

６３
地
区

６２



事
業
整
理
区
分

具
体
的
取
り
組
み
項
目
（
事
業
）

事
業

内
容

事
業
実
績
（
２０
～
２２
年
度
）

大
項
目
・
中
項
目

�
－
２

福
ま
ち
活
動
写
真
・

広
報
誌
コ
ン
ク
ー
ル

［
新
規
事
業
］

※
２１
年
度
～

福
ま
ち
活
動
の
様
子
を
記
録
し
た
「
活
動
写
真
」
と
地
区
で
の

取
り
組
み
を
紹
介
し
た
「
広
報
紙
」
の
コ
ン
ク
ー
ル
及
び
作
品
の

展
示
を
通
じ
て
福
ま
ち
実
践
者
の
取
り
組
み
を
賞
賛
し
、
多
く
の

市
民
に
福
ま
ち
活
動
に
対
す
る
理
解
と
参
加
促
進
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
開
催
し
ま
す
。

・
応
募
状
況

・
表
彰
：
最
優
秀
賞
１
点
・
優
秀
賞
２
点
・
審
査
員
特
別
賞
４
点
・
佳
作
８
点
程
度
を
例
年
選
定

・
表
彰
式
：
「
市
民
活
動
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
開
催

・
展
示
：
か
で
る
２
・
７
ホ
ー
ル
で
１
日
間

総
合
セ
ン
タ
ー
で
３
日
間

�
－
３

小
学
生
の
描
く
「
人

に
や
さ
し
い
福
祉
の
ま

ち
づ
く
り
ポ
ス
タ
ー
」

作
品
展
の
開
催

［
新
規
事
業
］

※
２１
年
度
～

児
童
が
助
け
合
い
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
よ
り
身
近
に
感
じ
、
地

域
福
祉
に
対
す
る
意
識
を
育
て
る
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
、「
人

に
や
さ
し
い
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
ポ
ス
タ
ー

の
作
品
展
を
開
催
し
ま
す
。

・
応
募
状
況

・
表
彰
：
最
優
秀
賞
１
点
・
優
秀
賞
２
点
・
審
査
員
特
別
賞

４
点
・
佳
作
２３
点
程
度
を
例
年
選
定

・
表
彰
式
：
［
札
幌
す
み
れ
ホ
テ
ル
］
で
開
催
（
例
年
、
父
兄
多
数
参
加
）

・
展
示
：
地
下
街
オ
ー
ロ
ラ
ス
ク
エ
ア

�
地
域
見
守
り
サ
ポ
ー
タ
ー
の
制

度
（
再
掲
）

日
常
生
活
の
中
で
「
何
と
な
く
気
に
か
け
る
」
程
度
の
見
守
り

に
よ
り
、
安
否
を
確
認
し
、
異
変
に
気
づ
い
た
際
に
は
、
福
祉
推

進
員
や
民
生
委
員
に
連
絡
す
る
「
地
域
見
守
り
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を

全
市
的
に
養
成
し
ま
す
。

（
大
項
目
）
福
ま
ち
推
進
事
業
の
充
実

（
中
項
目
）
地
域
見
守
り
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度

	
福
ま
ち
学
習
会
の
開
催

※
２１
年
度
～
２３
年
度

終
了

福
ま
ち
の
担
い
手
の
拡
大
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
福
ま
ち
へ

の
参
加
に
つ
な
が
る
よ
う
な
入
門
研
修
を
地
区
に
出
向
き
開
催
し

ま
す
。

・
２０
名
×
５
回
（
５
区
５
地
区
）

・
２１
年
度
実
績
：
５
区
５
地
区
：
中
央
区
苗
穂
地
区
・
白
石
区
白
石
地
区
・
豊
平
区
福
住
地
区
・
清
田
区

里
塚
美
し
が
丘
地
区
・
西
区
西
町
地
区

・
２２
年
度
実
績
：
５
区
５
地
区
：
北
区
新
琴
似
西
地
区
・
東
区
北
栄
地
区
・
厚
別
区
青
葉
地
区
・
南
区
南

沢
地
区
・
手
稲
区
新
発
寒
地
区

※
２３
年
度
実
績
：
５
区
５
地
区
：
中
央
区
南
円
山
地
区
・
白
石
区
東
白
石
地
区
・
豊
平
区
東
月
寒
地
区
・

清
田
区
全
地
区
・
西
区
八
軒
中
央
地
区

�
幅
広
い
世
代
に
対
応
し
た
地
区

福
ま
ち
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
検

討

若
い
世
代
の
参
加
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
地
域
内
の
中

学
校
、
高
校
、
大
学
等
と
協
働
で
取
り
組
め
る
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム

や
、
団
塊
の
世
代
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
地
区
福
ま
ち
と
と
も
に
考
え
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

・
一
部
地
区
で
は
、
大
学
生
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
動
き
あ
り

�
地
域
見
守
り
サ

ポ
ー
タ
ー
制
度

［
新
規
事
業
］

�
「
地
域
見
守
り
サ
ポ
ー
タ
ー
」

養
成
講
座
の
実
施

［
新
規
事
業
］

こ
れ
ま
で
、
日
中
、
仕
事
や
学
校
等
で
活
動
で
き
な
か
っ
た

方
々
が
、
見
守
り
活
動
に
参
加
し
て
い
け
る
よ
う
な
養
成
講
座
を

実
施
し
ま
す
。

（
２２
年
度
実
績
）

・
養
成
講
座
：
３２
回

・
受
講
者
数
：
１
．４
１２
名

・
主
な
内
訳
：
地
区
社
協
（
福
ま
ち
）
４２
４
名
／
８
回
、
連
町
（
単
町
）
２６
３
名
／
１０
回
、

V
研
集
合
型

２３
６
名
／
３
回
、
企
業
５９
名
／
２
回
、
老
人
ク
ラ
ブ
４３
名
／
２
回
、
民
児
協
２８
名
／
１
回
、
学
校
１９
６
名

／
１
回

ほ
か

�
「
児
童
・
生
徒
の
地
域
見
守

り
サ
ポ
ー
タ
ー
」
養
成
講
座
の

実
施
［
新
規
事
業
］

児
童
・
生
徒
の
見
守
り
活
動
へ
の
参
加
を
促
進
す
る
た
め
、
学

校
な
ど
に
お
い
て
養
成
講
座
を
実
施
し
ま
す
。

・
上
記
記
載
の
と
お
り

・
学
校
１９
６
名
／
１
回
（
白
石
区
）

�
テ
キ
ス
ト
の
作
成

［
新
規
事
業
］

福
祉
の
ま
ち
推
進
セ
ン
タ
ー
事
業
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
、

見
守
り
サ
ポ
ー
タ
ー
に
伝
え
た
い
こ
と
、
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

の
運
営
方
法
、
企
画
・
運
営
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
掲
載
。

・
講
師
向
け
テ
キ
ス
ト
は
、
下
記
「
見
守
り
サ
ポ
ー
タ
ー
用
テ
キ
ス
ト
」
を
活
用
（
補
足
的
に
パ
ワ
ー
ポ

イ
ン
ト
資
料
使
用
）

�
見
守
り
サ
ポ
ー
タ
ー
用
テ
キ
ス

ト
の
作
成
［
新
規
事
業
］

「
福
ま
ち
活
動
を
理
解
す
る
」、
「
地
域
見
守
り
サ
ポ
ー
タ
ー
の

役
割
」
な
ど
を
掲
載
し
た
見
守
り
サ
ポ
ー
タ
ー
用
テ
キ
ス
ト
を
養

成
講
座
の
み
な
ら
ず
、
他
の
研
修
な
ど
で
も
活
用
し
て
い
き
ま

す
。

・
作
成
部
数
：
６
，０
００
部

	
「
高
齢
者
見
守
り
月
間
」
を
提

唱
［
新
規
事
業
］

福
ま
ち
関
係
者
を
は
じ
め
、
町
内
会
、
地
域
見
守
り
サ
ポ
ー

タ
ー
が
連
携
し
て
高
齢
者
宅
の
訪
問
や
広
報
活
動
を
展
開
し
て
、

高
齢
者
の
自
殺
や
孤
立
死
の
防
止
に
つ
な
げ
、
住
民
の
意
識
向
上

に
つ
な
げ
ま
す
。

・
未
実
施

年
度

２１
年
度

２２
年
度

※
２３
年
度

写
真

７６
作
品

６９
作
品

６６
作
品

広
報
紙

３５
作
品

３４
作
品

３１
作
品

年
度

２１
年
度

２２
年
度

※
２３
年
度

作
品
数

１６
３
作
品

２５
９
作
品

１８
６
作
品

６３



項
目

２０
年
度

２１
年
度

２２
年
度

登
録
数

３７
３
サ
ロ
ン

４１
４
サ
ロ
ン

４５
０
サ
ロ
ン

新
規

６２
サ
ロ
ン

５７
サ
ロ
ン

５７
サ
ロ
ン

実
施
回
数

６
，７
１０
回

７
，４
９５
回

８
，７
４９
回

参
加
者
数

１０
６
，５
６６
人

１０
８
，５
２０
人

１４
０
，２
３８
人

V
参
加
数

２６
，５
７３
人

２８
，６
２５
人

３４
，３
１５
人

項
目

２０
年
度

２１
年
度

２２
年
度

申
込
数

４
，２
９２
世
帯

４
，３
２１
世
帯

４
，３
５７
世
帯

該
当
世
帯

４
，１
１８
世
帯

４
，１
４８
世
帯

４
，１
５７
世
帯

地
域
協
力
員

１
，４
３３
人

１
，５
１７
人

１
，５
８４
人

団
体
数

１４
１
団
体

１５
８
団
体

１７
４
団
体

項
目

２０
年
度

２１
年
度

２２
年
度

利
用
者

５０
０
世
帯

５０
０
世
帯

５０
０
世
帯

協
力
員

５０
０
世
帯

５０
０
世
帯

５０
０
世
帯

協
力
団
体

１３
１
団
体

１４
７
団
体

１６
６
団
体

項
目

２０
年
度

２１
年
度

２２
年
度

団
体
数

５３
１
団
体

６５
５
団
体

６７
２
団
体

会
員
数

３０
，４
７０
人

４０
，７
６２
人

４２
，８
７０
人

個
人
数

４７
６
人

６１
４
人

１
，０
８５
人

項
目

２０
年
度

２１
年
度

２２
年
度

体
験
施
設

２３
７
施
設

３５
８
施
設

３７
８
施
設

体
験
メ
ニ
ュ
ー

４０
５
メ
ニ
ュ
ー

７５
２
メ
ニ
ュ
ー

８１
０
メ
ニ
ュ
ー

体
験
者
数

４０
５
人

７５
２
人

４２
１
人

項
目

２０
年
度

２１
年
度

２２
年
度

要
請

２４
６
件

１６
７
件

１６
４
件

希
望

２１
１
件

１３
２
件

１６
６
件

そ
の
他

１
，２
２０
件

１
，１
１３
件

１
，１
３０
件

事
業
整
理
区
分

具
体
的
取
り
組
み
項
目
（
事
業
）

事
業

内
容

事
業
実
績
（
２０
～
２２
年
度
）

大
項
目
・
中
項
目

３
ふ
れ
あ
い
・
い

き
い
き
サ
ロ
ン

の
普
及
と
拡
充

�
歩
い
て
行
け
る
範
囲
（
町
内
会

レ
ベ
ル
）
で
の
サ
ロ
ン
活
動
促

進

住
民
が
歩
い
て
行
け
る
身
近
な
と
こ
ろ
で
、
気
軽
に
参
加
で
き

る
町
内
会
レ
ベ
ル
で
の
サ
ロ
ン
活
動
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

・
サ
ロ
ン
活
動
状
況

※
登
録
数
は
活
動
休
止
中
除
く

�
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン

活
動
の
啓
発
・
普
及

事
例
集
や
手
引
き
書
等
を
作
成
す
る
こ
と
で
、
ふ
れ
あ
い
・
い

き
い
き
サ
ロ
ン
の
作
り
方
や
効
果
な
ど
を
伝
え
、
積
極
的
に
サ
ロ

ン
活
動
を

P
R
し
、
サ
ロ
ン
活
動
を
拡
充
し
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
研
修
会
や
セ
ミ
ナ
ー
等
を
継
続
し
て
開
催
し
、
サ
ロ
ン
に
対

す
る
意
識
や
関
心
を
高
め
、
活
動
の
幅
を
広
げ
ら
れ
る
よ
う
支
援

し
て
い
き
ま
す
。

・
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

２１
年
度
：
４７
３
名
→
２２
年
度
：
３８
３
名

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
サ
ロ
ン
情
報
公
開
：
４５
０
サ
ロ
ン

１９
年
度
か
ら
実
施
（
開
催
日
時
・
場
所
・
内
容
・
参
加
方
法
等
）

・
札
幌
市
地
域
サ
ロ
ン
（
集
い
の
場
）
の
実
態
調
査

２２
年
度
実
施
：
８４
５
件
（
地
域
サ
ロ
ン
５７
１
件
、
児
童
会
館
主
催
の
子
育
て
サ
ロ
ン
１６
４
件
、
憩
の
家
６５

件
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
レ
ス
ト
ラ
ン
等
４５
件
）

４
福
祉
除
雪
サ
ー

ビ
ス
事
業
の
充

実

�
福
祉
除
雪
活
動
の
担
い
手
確
保

学
生
や
勤
労
者
な
ど
の
若
い
世
代
な
ど
に
も
、
福
祉
除
雪
制
度

を
さ
ら
に

P
R
す
る
な
ど
、
多
く
の
方
に
協
力
い
た
だ
け
る
よ
う

支
援
し
、
ご
近
所
同
士
の
支
え
合
い
が
促
進
す
る
こ
と
を
目
指
し

ま
す
。

・
活
動
実
績

�
福
祉
除
雪
サ
ー
ビ
ス
内
容
の
検

討
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
の
満
足
度
は

高
く
、
好
評
を
得
て
い
る
と
評
価
で
き
る
が
、
よ
り
ニ
ー
ズ
に
即

し
た
福
祉
除
雪
制
度
の
実
施
を
目
指
し
、
引
き
続
き
ア
ン
ケ
ー
ト

を
行
う
と
と
も
に
サ
ー
ビ
ス
内
容
・
条
件
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

・
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
（
外
部
に
集
約
・
分
析
依
頼
）

５
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
振
興
・

普
及
の
強
化

�
市
・
区
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
の
運
営

�
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
の
促
進
及

び
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
の
強

化

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
希
望
者
の
登
録
を
促
進
し
、
活
動
者
を
拡
大
し

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
支
援
を
希
望
し
て
い
る

人
と
の
調
整
を
適
切
に
行
え
る
よ
う
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
を
強

化
し
て
い
き
ま
す
。

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
状
況

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
件
数

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
数

２０
年
度
：
２３
４
件
→
２１
年
度
：
１４
０
件
→
２２
年
度
：
６３
件

�
日
常
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

の
受
入
整
備
・
情
報
提
供

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
体
験
活
動
を

行
え
る
よ
う
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
入
先
の
確
保
を
図
る
と
と
も

に
、
広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
の
広
報
媒
体
に
よ
り
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
状
況

６４



事
業
整
理
区
分

具
体
的
取
り
組
み
項
目
（
事
業
）

事
業

内
容

事
業
実
績
（
２０
～
２２
年
度
）

大
項
目
・
中
項
目

�
企
業
・
団
体
に
対
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
促
進

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
よ
り
促
進
し
て
い
く
た
め
に
は
、
企
業

や
団
体
・
商
店
の
役
割
が
重
要
で
す
。

企
業
や
団
体
・
商
店
な
ど
の
活
動
事
例（
「
こ
ど
も
１１
０
番
」、「
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
等
の
見
守
り
活
動
や
募
金
活
動
等
）
を
広
報

誌
等
で
積
極
的
に
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
福
祉
貢
献
活
動
に
関
心
の
あ
る
企
業
等
の
意
向
・
要
望
に
合
わ

せ
て
、
出
前
講
座
や
札
幌
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
学
ぶ
機
会
の
提
供
・
支
援
を
行
い
ま
す
。

（
主
な
企
業
等
と
の
関
わ
り
）

・
企
業
の
社
会
貢
献
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
に
よ
る
連
携

・
芸
能
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
企
業
へ
の
派
遣
調
整
（
中
央
区
）

・
イ
オ
ン
グ
ル
ー
プ
（
黄
色
レ
シ
ー
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）
と
の
連
携
（
豊
平
区
）

・
福
祉
除
雪
協
力
員
の
企
業
参
加
の
調
整
（
西
区
）

�
福
祉
教
育
の
支
援

社
会
福
祉
協
力
校
の
指
定
推
進
や
福
祉
用
具
や
参
考
資
料
の
貸

し
出
し
、
研
修
講
師
の
派
遣
・
紹
介
な
ど
を
行
い
、
学
校
や
地
域

が
行
う
福
祉
教
育
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
機
材
の
貸
出

・
社
会
福
祉
協
力
校
の
指
定

	
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
者
の
支
援

札
幌
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
等
の
活
動
者
に
対
し
て
、

活
動
が
十
分
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
情
報
提
供
や
研
修
事
業
な
ど
支

援
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・
札
幌
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
（
各
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会
）

総
会
・
研
修
会
・
広
報
紙
（
会
員
数
：
４
，０
９１
人
：
団
体
１５
３
個
人
８２
４
）

・
札
幌
市
在
宅
福
祉
活
動
団
体
連
絡
会

研
修
会
・
交
流
サ
ロ
ン
・
広
報
紙
（
会
員
２４
団
体
）


団
塊
の
世
代
の

た
め
の
福
祉
啓

発
事
業

［
新
規
事
業
］

※
２１
年
度
～

団
塊
が
ゆ
く
研
修
会
、
フ
ォ
ー
ラ

ム
等
の
開
催

［
新
規
事
業
］

※
２１
年
度
～

団
塊
の
世
代
が
興
味
・
関
心
の
あ
る
テ
ー
マ
を
中
心
に
フ
ォ
ー

ラ
ム
等
を
開
催
し
、
福
祉
活
動
へ
の
意
識
を
啓
発
し
ま
す
。

（
２１
年
度
実
績
）

・
団
塊
が
ゆ
く
！
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
：
１４
７
名

・
団
塊
世
代
対
象
「
高
齢
者
福
祉
施
設
見
学
ツ
ア
ー
・
意
見
交
換
会
」
：
２７
名

（
２２
年
度
～
）

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
大
学
（
札
幌
と
き
め
き
大
学
）
の
新
設
（
１
年
間
・
５０
単
位
取
得
）

応
募
者
４３
名
・
合
格
者
３３
名
・
修
了
者
２８
名

�
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
の
設
置
・

運
営
マ
ニ
ュ
ア

ル
づ
く
り

�
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

関
係
機
関
連
絡
調
整
会
議
の
開

催 ［
新
規
事
業
］

※
２２
年
度
～

災
害
時
、
速
や
か
に
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
立
ち
上
げ

を
行
う
た
め
に
、
社
協
・
行
政
・

N
P

O
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

等
と
の
連
絡
調
整
会
議
を
開
催
し
ま
す
。

・
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
・
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
検
討
委
員
会
の
開
催

４
回

・
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
説
明
会
：
１
回
８０
名

・
札
幌
市
緊
急
物
資
仕
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
付
・
調
整

３
／
２４
～
２９

延
４０
０
人

・
東
北
復
興
支
援
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
の
運
行

運
行
回
数
：
８
回
、
参
加
者
：
３２
０
人

［
新
規
事
業
］

�
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

設
置
・
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作

成 ［
新
規
事
業
］

※
２２
年
度
～

災
害
発
生
時
に
、
迅
速
か
つ
円
滑
に
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

受
け
入
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
作
成

し
た
「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
・
運
営
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
の
普
及
・
啓
発
を
札
幌
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
セ
ン
タ
ー
の

研
修
や
出
前
講
座
な
ど
を
通
じ
て
図
り
ま
す
。

・
設
置
・
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
：
４
，０
００
部

・
設
置
・
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
・
概
要
版
：
８
，０
００
部

・
出
前
講
座

P
R
チ
ラ
シ
：
５
，０
００
部

・
出
前
講
座
（
２２
年
度
）
～
２
回

�
福
祉
教
育
の
推

進 ［
新
規
事
業
］

�
福
祉
教
育
を
検
討
会
議
の
開
催

［
新
規
事
業
］

※
２１
年
度
実
施

教
育
委
員
会
、
保
健
福
祉
局
等
の
関
係
機
関
と
協
議
す
る
と
と

も
に
、
教
員
も
含
め
検
討
を
行
い
ま
す
。

・
小
学
生
５
・
６
年
生
向
け
「
福
祉
教
育
読
本
」
作
成
委
員
会

２
回

・
教
員
向
け
「
福
祉
体
験
ア
イ
デ
ィ
ア
集
」
作
成
委
員
会

２
回

�
「
教
員
向
け
福
祉
体
験
ア
ィ

デ
ィ
ア
集
」
の
作
成

［
新
規
事
業
］

※
２２
年
度
実
施

教
育
委
員
会
、
学
校
及
び
教
員
の
方
々
と
連
携
し
て
作
成
し
た

「
教
員
向
け
福
祉
教
育
推
進
の
手
引
き
」
の
普
及
・
啓
発
を
札
幌

市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
セ
ン
タ
ー
の
研
修
や
出
前
講
座
な
ど
を
通

じ
て
図
り
ま
す
。

・
発
行
部
数
：
１０
，０
００
部

�
「
小
学
生
５
・
６
年
生
向
け
福

祉
教
育
副
読
本
」
の
作
成

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
た
り
、
高
齢
者
や
障
が
い
の

方
々
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
た
り
す
る
生
徒

向
け
「
福
祉
教
育
副
読
本
」
の
普
及
・
啓
発
を
小
・
中
学
校
等
へ

の
出
前
講
座
な
ど
を
通
じ
て
図
り
ま
す
。

・
２１
年
度
作
成
：
３５
，０
００
部

・
２２
年
度
作
成
：
１５
，５
００
部

年
度

２０
年
度

２１
年
度

２２
年
度

件
数

１８
５
件

５３
７
件

８８
７
件

年
度

２０
年
度

２１
年
度

２２
年
度

指
定
数

３３
５
校

３３
５
校

３３
９
校

６５



２０
年
度

２１
年
度

２２
年
度

１０
，２
２９
件

１３
，６
１２
件

１７
，０
０７
件

２０
年
度

２１
年
度

２２
年
度

２３
０
件

２６
０
件

２８
３
件

２０
年
度

２１
年
度

２２
年
度

３７
２
人

３３
７
人

３８
３
人

２０
年
度

２１
年
度

２２
年
度

１１
，０
００
部

７
，０
００
部

３
，０
００
部

２０
年
度

２１
年
度

２２
年
度

７
，０
００
部

１０
，０
００
部

３
，０
００
部

２０
年
度

２１
年
度

２２
年
度

１８
回

２２
回

１７
回

７８
０
名

３７
６
人

５８
８
人

２０
年
度

２１
年
度

２２
年
度

２４
３
名

２９
１
人

２９
５
人

２０
年
度

２１
年
度

２２
年
度

５８
件

１９
０
件

３１
５
件

２０
年
度

２１
年
度

２２
年
度

２
人

３
人

３
人

２０
年
度

２１
年
度

２２
年
度

４０
３
件

３０
６
件

３９
３
件

事
業
整
理
区
分

具
体
的
取
り
組
み
項
目
（
事
業
）

事
業

内
容

事
業
実
績
（
２０
～
２２
年
度
）

大
項
目
・
中
項
目

�
児
童
・
生
徒
向
け
「
夏
休
み
福

祉
体
験
教
室
」
の
実
施

夏
休
み
を
利
用
し
、
福
祉
施
設
等
に
お
い
て
、
高
齢
者
や
障
が

い
者
と
の
交
流
や
介
護
な
ど
を
体
験
し
、
福
祉
へ
の
関
心
を
高
め

ま
す
。

（
２１
年
度
実
施
）

・
親
子
で
参
加
！

福
祉
体
験
教
室
の
開
催
：
６
組
１２
名

・
札
幌
市
学
び
の
サ
ポ
ー
タ
ー
活
用
事
業
へ
の
協
力

登
録
者
数
：
３４
５
名
、
サ
ポ
ー
タ
ー
活
動
者
：
１２
５
名

�
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
を
支
え
る
活
動
の
充
実

１
高
齢
者
・
障
が

い
者
生
活
あ
ん

し
ん
支
援
セ
ン

タ
ー
の
運
営

�
日
常
生
活
自
立

支
援
事
業

�
専
門
員
の
全
区
配
置
の
実
現

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
を
必
要
と
す
る
利
用
者
に
対
し
、
身

近
な
地
域
で
迅
速
に
支
援
が
で
き
る
よ
う
専
門
員
の
全
区
配
置
を

目
指
し
ま
す
。

・
相
談
件
数

・
契
約
件
数

・
専
門
員
数
２０
年
度
：
６
人
→
２１
年
度
：
７
人
→
２２
年
度
：
７
人

�
生
活
支
援
員
の
養
成
と
資
質
向

上
の
た
め
の
研
修
実
施

様
々
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に
、
利
用
者
へ
の
金
銭
管
理
や

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
を
行
う
、
生
活
支
援
員
の
養
成
、
登
録

者
研
修
及
び
現
任
研
修
を
行
い
ま
す
。

（
生
活
支
援
員
研
修
）

・
生
活
支
援
員
登
録
数

�
事
業
の
周
知
活
動
の
推
進

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
広
報
物
を
活
用
、
広
報
紙
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

へ
の
掲
載
や
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
等
の
専
門
家
、
福
ま
ち
な
ど
の

住
民
組
織
へ
の
出
前
講
座
を
行
い
、
成
年
後
見
事
業
と
併
せ
て
事

業
の
周
知
を
図
り
ま
す
。

・
事
業
概
要
チ
ラ
シ
（

A
４
両
面
カ
ラ
ー
）

・
日
自
・
後
見
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（

A
４
カ
ラ
ー
８
頁
）

・
当
事
者
組
織
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
関
係
機
関
、
町
内
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
等
の
研
修
会
等

で
の
事
業
説
明
（
出
前
講
座
）

・
「
成
年
後
見
・
権
利
擁
護
セ
ミ
ナ
ー
」
の
開
催


成
年
後
見
事
業

（
法
人
後
見
）

成
年
後
見
制
度
の
周
知
と
相
談
の

実
施

出
前
講
座
の
実
施
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
・
活
用
な
ど
を
と

お
し
て
、
成
年
後
見
制
度
の
市
民
へ
の
周
知
を
図
り
、
同
制
度
に

関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
、
他
関
係
機
関
へ
の
橋
渡
し
を
す
る
な

ど
必
要
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

（
広
報
啓
発
事
業
）

同
上

・
相
談
件
数

・
就
任
数

�
福
祉
サ
ー
ビ
ス

苦
情
相
談

福
祉
サ
ー
ビ
ス
苦
情
相
談
の
周
知

と
相
談
の
実
施

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
活
用
し
、
市
民
へ
の
周
知
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
相
談
に
あ
た
っ
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
、
弁
護
士
・
学
識

経
験
者
・
福
祉
関
係
者
な
ど
で
構
成
す
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
調
整
委

員
会
が
、
公
平
・
中
立
の
立
場
で
、
解
決
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

・
相
談
件
数

研
修
名

２０
年
度

２１
年
度

２２
年
度

候
補
者

１０
３
人

１１
１
人

６６
人

現
任
者

３３
人

３４
人

延
８７
人

登
録
者

８８
人

９７
人

９１
人

６６



事
業
整
理
区
分

具
体
的
取
り
組
み
項
目
（
事
業
）

事
業

内
容

事
業
実
績
（
２０
～
２２
年
度
）

大
項
目
・
中
項
目

�
障
が
い
者
あ
ん

し
ん
相
談

障
が
い
者
あ
ん
し
ん
相
談
の
周
知

と
相
談
の
実
施

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
活
用
し
、
市
民
へ
の
周
知
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
相
談
に
つ
い
て
は
、
内
容
に
応
じ
て
、
通
常
の
相
談
と
は

別
に
、
月
に
１
度
、
札
幌
弁
護
士
会
所
属
の
弁
護
士
に
よ
る
「
無

料
法
律
相
談
」
を
予
約
制
で
行
い
ま
す
。

・
相
談
件
数

・
無
料
法
律
相
談

�
高
齢
者
虐
待
相

談
高
齢
者
虐
待
相
談
の
周
知
と
相

談
、
高
齢
者
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
推
進

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
活
用
し
、
市
民
へ
の
周
知
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者
虐
待
の
防
止
、
早
期
発
見
・
解
決
を
目
指
す
た

め
、
老
人
福
祉
施
設
・
弁
護
士
・
民
生
委
員
児
童
委
員
・
警
察
・

医
師
・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
人
権
擁
護
委
員
会
、
認
知
症

の
人
と
家
族
の
会
、行
政
及
び
社
協
等
の
関
係
機
関
か
ら
な
る「
高

齢
者
虐
待
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
運
営
委
員
会
」
を
年
数
回
開
催
し
、
区

役
所
か
ら
の
事
例
な
ど
を
も
と
に
、
迅
速
な
対
応
や
協
力
体
制
の

確
立
を
目
指
し
ま
す
。

・
相
談
件
数

・
高
齢
者
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
～
年
３
回

２
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
質
の
向
上

�
福
祉
サ
ー
ビ
ス

従
事
者
の
研
修

や
市
民
啓
発
の

た
め
の
事
業

�
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等

の
職
員
の
資
質
向
上
と
制
度

へ
の
市
民
理
解
の
促
進

市
民
へ
の
介
護
保
険
制
度
へ
の
理
解
促
進
、
関
係
職
員
の
資
質

向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
や
各
種
研

修
会
、
市
民
向
け
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
な
ど
を
と
お
し
て
、
介
護
支

援
専
門
員
連
絡
協
議
会
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
連
絡
協
議

会
の
運
営
を
支
援
し
ま
す
。

・
札
幌
市
介
護
支
援
専
門
員
連
絡
協
議
会
（
会
員
：
１
，１
９６
名
）

情
報
誌
、
研
修
会
、
市
民
向
け
イ
ベ
ン
ト
、
各
区
支
部
活
動

・
札
幌
市
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
連
絡
協
議
会
（
会
員
：
２８
２
事
業
所
）

情
報
誌
、
研
修
会

�
施
設
職
員
の
資
質
向
上
と
施
設

機
能
の
P
R
の
推
進

高
齢
者
、
障
が
い
者
、
児
童
養
護
、
母
子
、
保
育
及
び
救
護
な

ど
の
社
会
福
祉
施
設
職
員
の
資
質
向
上
や
市
民
の
理
解
促
進
を
目

的
に
、
各
種
の
セ
ミ
ナ
ー
や
事
業
を
札
幌
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修

セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
な
が
ら
実
施
し
ま
す
。

（
施
設
福
祉
部
会
活
動
支
援
）

３
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
充

実

地
域
住
民
及
び
住
民
福
祉
活
動
関

係
者
に
対
す
る
介
護
予
防
の
普
及

・
啓
発
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

の
支
援

介
護
予
防
の
効
果
を
高
め
る
た
め
に
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
、
介
護
予
防
セ
ン
タ
ー
等
と
連
携
し
、
地
区
福
祉
の
ま
ち
推

進
セ
ン
タ
ー
等
住
民
参
加
に
よ
る
支
え
合
い
活
動
、
社
協
の
総
合

相
談
機
能
等
を
い
か
し
た
総
合
的
な
介
護
予
防
シ
ス
テ
ム
の
構
築

を
目
指
し
ま
す
。

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
主
催
に
よ
る
区
運
営
会
議
の
出
席
に
よ
る
情
報
共
有

・
介
護
予
防
セ
ン
タ
ー
「
す
こ
や
か
倶
楽
部
」
開
催
に
伴
う
連
携

・
福
ま
ち
の
見
守
り
活
動
な
ど
個
別
事
例
に
関
す
る
連
携

４
低
所
得
世
帯
等

へ
の
支
援
の
推

進

生
活
課
題
に
対
応
し
た
総
合
的
な

援
助

生
活
設
計
や
多
様
な
生
活
問
題
に
悩
む
市
民
に
対
し
て
、
適
切

な
専
門
機
関
を
紹
介
・
助
言
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
他
の
各
種
制
度
を
利
用
で
き
な
い
低
所
得
世
帯
等
に
対

し
て
、
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
、
関
係
機
関
の
援
助
に

よ
り
、
資
金
貸
し
付
け
を
行
い
ま
す
。

・
生
活
福
祉
資
金
貸
付
状
況

・
応
急
援
護
資
金
貸
付
状
況

�
協
働
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化

１
広
報
・
啓
発
活

動
の
充
実

�
広
報
紙
等
ペ
ー
パ
ー
情
報
に
よ

る
広
報
・
啓
発
活
動
の
強
化

社
協
の
事
業
活
動
や
地
域
の
福
祉
活
動
の
紹
介
を
と
お
し
て
、

地
域
福
祉
の
現
状
と
課
題
を
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
市
・
区

社
協
の
広
報
紙
、

P
R
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
内
容
を
充
実
さ
せ
、

同
内
容
の
情
報
を
社
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
も
掲
載
し
て
い
き
ま

す
。

（
市
社
協
広
報
紙
「
や
さ
し
い
街
」
発
行
）

年
６
回
奇
数
月
：
１３
，２
００
部

（
※
２３
年
度
重
点
掲
載
）

・
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
社
協
を
伝
え
る
か
ら
使
え
る
へ
」

・
地
域
福
祉
推
進
事
業
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
支
援
関
連
事
業
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

・
シ
リ
ー
ズ
こ
れ
も
社
協
の
仕
事

・
区
社
協
コ
コ
イ
チ
事
業
な
ど

２０
年
度

２１
年
度

２２
年
度

２
，２
９３
件

１
，８
２９
件

２
，１
９２
件

２０
年
度

２１
年
度

２２
年
度

２５
件

２２
件

１３
件

２０
年
度

２１
年
度

２２
年
度

６１
件

４３
件

４６
件

部
会
内
容

２０
年
度

２１
年
度

２２
年
度

大
都
市
施
設
協

６２
名（
札
幌
大
会
）

１０
人

７
人

参
加
者
数

国
内
派
遣
研
修

７
人

８
人

７
人

救
急
法
セ
ミ
ナ
ー

１１
８
人

１２
６
人

１３
１
人

新
人
職
員
セ
ミ
ナ
ー

１１
８
人

１０
６
人

８８
人

２０
年
度

２１
年
度

２２
年
度

２４
８
件

７５
５
件

１
，１
０８
件

２０
年
度

２１
年
度

２２
年
度

１４
９
件

１６
８
件

９６
件

６７



事
業
整
理
区
分

具
体
的
取
り
組
み
項
目
（
事
業
）

事
業

内
容

事
業
実
績
（
２０
～
２２
年
度
）

大
項
目
・
中
項
目

�
各
種
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
等
を
活
用

し
た
P
R
の
強
化

新
聞
や
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
、
地
域

F
M
局
や
テ
レ
ビ
等
を
活

用
し
、
気
軽
に
参
加
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
研
修
会
等
の

福
祉
情
報
の
発
信
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

F
M
局
へ
の
出
演

・
札
幌
市
広
報
番
組
「
札
幌
ふ
る
さ
と
再
発
見
」
に
よ
る
福
ま
ち
活
動
の

P
R

・
福
祉
機
器
展
示
ホ
ー
ル
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の

T
V
紹
介

�
口
コ
ミ
情
報
に
よ
る
情
報
弱
者

へ
の
情
報
伝
達
活
動
の
強
化

福
ま
ち
活
動
や
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
活
動
の
中
で
、

情
報
の
入
手
が
困
難
な
方
へ
、
チ
ラ
シ
の
配
布
や
口
伝
え
な
ど

で
、
必
要
な
情
報
を
伝
え
て
い
く
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

・
福
ま
ち
活
動
や
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
活
動
で
の

P
R
活
動
の
拡
大
の
呼
び
か
け
を
区
社
協
中

心
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

２
市
民
へ
の
福
祉

情
報
の
提
供

�
社
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
・

強
化

［
新
規
事
業
］

※
２１
年
度
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル

見
や
す
さ
・
使
い
や
す
さ
を
追
求
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
目
指

し
ま
す
。
ま
た
、
福
祉
関
連
の
多
様
な
情
報
の
中
か
ら
必
要
と
す

る
情
報
に
迅
速
に
ア
ク
セ
ス
で
き
、
相
互
活
用
で
き
る
よ
う
「
役

立
つ
福
祉
関
連
情
報
の
リ
ン
ク
集
」
を
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ク
セ
ス
数

・
代
表
メ
ー
ル
へ
の
問
合
せ
増
加

（
月
１
～
３
件
⇒
月
５
～
１０
件
）

�
福
祉
情
報
セ
ン
タ
ー
（
情
報

室
）
の
利
用
促
進

福
祉
関
係
者
の
要
望
や
意
見
を
取
り
入
れ
て
、
専
門
図
書
・
資

料
を
充
実
さ
せ
、「
福
祉
の
専
門
図
書
室
」
と
し
て
の
特
性
を
活

か
し
て
い
く
と
と
も
に
、
一
般
の
方
に
も
福
祉
に
関
心
を
持
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
読
み
や
す
い
図
書
や
視
聴
覚
資
料
等
を
充
実

さ
せ
て
い
き
ま
す
。

・
図
書
資
料
サ
ー
ビ
ス

・
図
書
館
利
用
者
数

・
登
録
者
数
（
２３
．６
現
在
）

個
人
１３
，６
５７
人
・
福
祉
団
体
２０
・
そ
の
他
２８

３
福
祉
教
育
の
推

進
（
再
掲
）

（
大
項
目
）
５
．
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
振
興
・
普
及
の
強
化
（
中
項
目
）
�
福
祉
教
育
の
推
進

参
照

４
障
が
い
者
関
係

団
体
と
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
強

化

�
障
が
い
者
団
体
（
当
事
者
、
事

業
者
）
と
の
懇
談
の
実
施

［
新
規
事
業
］

障
が
い
者
団
体
、
福
祉
関
係
者
、
事
業
者
、
当
事
者
、
行
政
、

社
協
な
ど
が
集
ま
り
、
情
報
交
換
、
研
修
会
な
ど
で
お
互
い
を
知

り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
組
ん
で
、
安
心
・
安
全
な
地
域
づ
く
り
を

目
指
す
き
っ
か
け
づ
く
り
と
な
る
場
を
提
供
し
ま
す
。

・
豊
平
区
、
清
田
区
で
障
が
い
関
係
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
実
施

・
札
幌
自
立
支
援
協
議
会
地
域
部
会
へ
の
各
区
で
の
参
画

［
新
規
事
業
］

※
２１
年
度
～

�
市
民
向
け
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

の
実
施

［
新
規
事
業
］

多
く
の
方
々
に
障
が
い
者
の
地
域
生
活
の
現
状
、
課
題
な
ど
を

知
っ
て
い
た
だ
き
、
だ
れ
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
に

つ
い
て
、
共
に
考
え
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

（
障
が
い
者
講
師
等
派
遣
事
業
）
２２
年
度
～

・
講
師
養
成
講
座
～
全
７
回
、
１７
名
参
加

・
P

R
イ
ベ
ン
ト
～
１２
０
名
参
加

・
障
が
い
講
師
派
遣
～
２８
回
、
１
，４
５１
人

�
障
が
い
者
と
市
民
の
「
ふ
れ
あ

い
フ
ェ
ス
タ
」
の
検
討

障
が
い
者
と
市
民
が
交
流
し
て
連
携
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に

開
催
し
ま
す
。パ
ネ
ル
や
作
品
展
示
、
バ
ザ
ー
、福
祉
体
験
学
習
な

ど
を
実
施
し
、多
く
の
方
々
に
障
が
い
へ
の
理
解
を
促
進
し
ま
す
。

・
事
業
の
実
施
に
向
け
た
検
討
不
足

５
企
業
等
が
参
加

し
や
す
い
福
祉

貢
献
の
環
境
づ

く
り

�
福
祉
貢
献
活
動
に
つ
い
て
の
情

報
提
供
を
行
い
ま
す

企
業
や
団
体
・
商
店
な
ど
の
活
動
事
例（
「
こ
ど
も
１１
０
番
」、「
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
等
の
見
守
り
活
動
や
募
金
活
動
等
）
を
広
報

紙
等
で
積
極
的
に
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

・
広
報
誌
に
お
け
る
収
集
ボ
ラ
の
情
報
掲
載
（

H２
２
～
）

・
大
和
ハ
ウ
ス
工
業
（
株
）
の
取
り
組
み
を
紹
介
（

H２
３
．５
）

・
チ
ャ
リ
テ
ィ
イ
ベ
ン
ト
や
福
祉
事
業
へ
の
協
力
企
業
の
紹
介

�
福
祉
貢
献
活
動
へ
の
学
習
支
援

を
行
い
ま
す

福
祉
貢
献
活
動
に
関
心
の
あ
る
企
業
等
の
意
向
・
要
望
に
合
わ

せ
て
、
出
前
講
座
を
行
う
と
と
も
に
、
札
幌
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研

修
セ
ン
タ
ー
の
「
企
業
の
社
会
貢
献
セ
ミ
ナ
ー
」
等
で
、
地
域
の

福
祉
課
題
や
活
動
の
意
義
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
の
提
供
・
支
援
を

行
い
ま
す
。

・
出
張
研
修
や
企
業
の
社
会
貢
献
活
動
を
通
じ
て
、
連
携
の
輪
を
広
げ
て
い
ま
す
。

�
ハ
ン
デ
ィ
の
あ
る
方
と
の
交
流

・
支
援
を
進
め
ま
す

企
業
の
社
員
（
退
職
者
の
地
域
デ
ビ
ュ
ー
も
含
め
て
）
が
、
障

が
い
者
施
設
等
で
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
活
動
」
を
行
っ
た

り
、
支
援
を
求
め
て
い
る
と
こ
ろ
へ
出
向
き
、
知
識
、
技
術
を
活

用
し
て
い
た
だ
い
た
り
、
障
が
い
者
が
、
企
業
や
お
店
で
「
職
場

体
験
」
す
る
な
ど
の
相
互
交
流
・
支
援
の
機
会
が
広
が
る
よ
う
、

活
動
事
例
を
紹
介
し
な
が
ら
、
活
動
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

・
現
状
で
は
、
社
会
福
祉
法
人
等
で
「
職
場
体
験
（
例
：
３
日
間
コ
ー
ス
）」
と
し
て
ワ
ー
ク
チ
ャ
レ
ン

ジ
事
業
に
取
り
組
み
、
就
労
に
結
び
付
け
て
い
ま
す
。

・
一
部
の
区
社
協
に
お
い
て
、
企
業
の
活
動
を
区
社
協
だ
よ
り
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

２０
年
度

２１
年
度

２２
年
度

７
，４
５５
（
２５
．４
）人

８
，４
１２
（
２８
）人

９
，０
４７
（
３１
）人

（
１
日
平
均
）

２０
年
度

２１
年
度

２２
年
度

３６
，９
８６
冊

４０
，０
９３
冊

４０
，８
１３
冊

２０
年
度

２１
年
度

５９
，３
４０
件

５８
，５
９１
件

６８



資料� 社会福祉の変遷と社会福祉協議会の主な動き

時代区分 社会福祉等の主な変遷 社協の動き（全国・札幌市）※下線部札幌市分

戦後の緊急援護と
基盤整備（昭和２０
年代（１９４５～５４））
・戦後の混乱
・引揚者対策
・社会保障行政の
基盤整備
・貨幣的ニーズ

４６ （旧）生活保護法制定
４７ 国民たすけあい運動（共同募金）
４７ 児童福祉法制定
４８ 民生委員法制定
４９ 身体障害者福祉法制定
５１ 社会福祉事業法制定

５１ 都道府県社協の法定化
※社会福祉事業法に都道府県社協の組織及び事
業について規定される。
※戦後の混乱期を経て中央・地方の民間社会福
祉事業団体の組織統合による民間社会福祉活
動の強化を図るため、全国と都道府県に組織
が発足する。その後市町村にも順次組織化。

５２ 札幌市社協設立

国民皆保険・皆年
金と社会保障制度
の発展
（昭和３０（１９５５）年
代～オイルショッ
ク）

・高度経済成長と
生活水準の向上
・産業化、都市化、
核家族化
・地域問題の地域
化、国民化
・社会保障制度の
基本的な体系の
整備
・救貧から防貧へ
・福祉見直し（福
祉元年）

５５ 世帯更生資金貸付制度発足
６０ 精神薄弱者福祉法制定
６１ 児童扶養手当法制定

６３ 老人福祉法制定
６４ 母子福祉法制定
６９ ねたきり老人に対する家庭奉仕員派

遣制度創設
７０ 心身障害者対策基本法制定

高齢化率７％超える
福祉施設緊急整備５か年計画

７１ 児童手当法制定
中央社会福祉審議会「コミュニティ
形成と社会福祉」答申

７３ 福祉元年、老人医療費無料化
第１次オイルショック

７４ 経済成長率戦後初めてマイナス

５５ 札幌市社協「世帯更正資金」貸付開始
６０ 札幌市社協「心配ごと相談所」開設

６２ 全社協「社会福祉協議会基本要項」策定
※「住民主体の原則」に基づく社協の組織と活
動のあり方が示される。
徳島県社協「善意銀行」設置（愛情銀行の先鞭）
札幌市社協が地区社協の結成促進と育成開始
※社協活動を市民参加のもと地域で実施してい
くため、重点事業として開始。以後、地区に
おいて順次結成される。

６４ 札幌市社協法人設立認可
札幌市社協「愛情銀行」設置（ボランティアセ
ンター事業の前身）

６６ 札幌市社協「応急援護資金」貸付開始

７１ 札幌市社協「老人バス事業」開始
札幌市社協「在宅寝たきり老人友愛訪問活動」
開始

７２ 札幌市社協が区社協結成の基盤づくり開始
※政令市への移行に伴い、この頃から区社協結
成の基盤づくりが目標に掲げられる。このた
め、すべての地区に社協の結成が目指され
る。

社会保障制度の見
直し期（１９７０年代
後半～８０年代）

・経済成長の失速
と停滞
・政府財政赤字増
・社会保障費用の
適正化
・給付と負担の公
平
・安定的効率的な
制度基盤確立
・ノーマライゼー
ション

７６ 学童・生徒のボランティア活動
普及事業（社会福祉協力校）創設

８１ 母子及び寡婦福祉法制定（母子福祉
法改正）

８２ 老人保健法制定
８３ 社会福祉事業法改正

７８ 札幌市社協「社協だより」創刊
７９ 全社協「在宅福祉サービスの戦略」発表

※今後の福祉サービスのあり方として在宅福祉
サービスの必要性とその仕組みについて提
言。
札幌市社協「ボランティアセンター事業」開始
札幌市社協「組織強化特別委員会」設置
※今後の社協活動のあり方及び区社協設立に関
して検討始まる。

８３ 市区町村社協の法定化
※社会福祉事業法に市区町村社協の活動基盤の
強化を図るため、その組織及び事業について
規定される。
札幌市社協「社会福祉基金」設置

６９



時代区分 社会福祉等の主な変遷 社協の動き（全国・札幌市）※下線部札幌市分

８５ 福祉ボランティアの町づくり事業創
設

８６ 国際障害者年「完全参加と平等」

８７ 社会福祉士及び介護福祉士法制定
精神保健法制定
老人保健法改正（老人保健施設）

８９ 中央社会福祉審議会合同企画分科会
「今後の社会福祉のあり方について
（意見具申）」
高齢者保健福祉十ヵ年戦略（ゴール
ドプラン）策定

８４ 全社協「地域福祉計画－理論と方法」発表
※地域福祉計画策定の必要性とその方法につい
て提言。
札幌市社協「福祉ボランティア基金」設置

８６ 札幌市社協組織強化特別委員会内に「地域福祉
調査専門部会」設置
札幌市社協「福祉ボランティアの町づくり事
業」開始

８７ 札幌市社協「ボランティア活動推進モデル地区
指定事業」開始
※以後、地区社協活動充実・強化のための各種
事業が展開される。
札幌市社協「ボランティアルーム」開設

８８～９０ 札幌市区社協設立（９区）
８８ 区社協「社会福祉協力校事業」開始

札幌市社協「食事サービス活動助成事業」開始
８９ 意見具申の中で在宅福祉サービスの充実を図る

うえで社協機能の一層の発揮を期待

少子高齢社会に対
応した制度構築期
（１９９０年代）

・少子高齢社会の
進展と経済基調
の変化
・サービスの普遍
化
・公民の役割分担
・地方分権
・地域福祉の基盤
整備
・社会保障構造改
革

９０ 福祉関係８法の改正（在宅福祉サー
ビスの推進、福祉サービスの市町村
への一元化）
ふれあいのまちづくり事業創設

９１ 老人保健法改正
（老人訪問看護制度）

９３ 障害者基本法制定
福祉用具の研究開発及び普及の促進
に関する法律制定
都道府県・市町村「高齢者保健福祉
計画」策定
「国民の社会福祉に関する活動への
参加の促進を図るための措置に関す
る基本的な指針」告示

９０ 指定都市社協及び指定都市の区社協法定化等
※社会福祉事業法に指定都市及びその区につい
ての位置付け、市区町村社協の事業に「企画
・実施」の努力義務が規定される。
※地域福祉推進の中核としての新しい方向性が
明示される。
区社協「まごころ電話訪問事業」開始
区社協「除雪ボランティア事業」開始

９１ 札幌市社協「ふれあいのまちづくり事業」開始
（中央区社協で事業展開）
札幌市社協「区社協法人化促進委員会」設置
札幌市社協施設福祉部会・地域福祉部会設置

９２ 全社協「新・社会福祉協議会基本要項」策定
※福祉関係８法改正に伴い、今後の社協の組織
及び活動の指針となる要項が全面改定され
る。
※社協の地域福祉活動計画策定が打ち出され
る。
札幌市社協「地域福祉計画策定委員会」設置
札幌市社協「在宅介護者のつどい事業」実施

９３～９５ 区社協法人設立認可（９区）
９３ 札幌市社協「地域福祉市民活動計画」策定

区社協「小地域福祉ネットワーク活動推進事
業」開始

７０



時代区分 社会福祉等の主な変遷 社協の動き（全国・札幌市）※下線部札幌市分

９４ ２１世紀福祉ビジョン
エンゼルプラン策定
新ゴールドプラン策定
高齢社会対策基本法制定
高齢化率１４％超える
主任児童委員制度発足

９５ 障害者プラン策定

９７ 介護保険法制定
（５番目の社会保険）
特定非営利活動促進法制定
老年人口が年少人口を上回る

９８ 中央社会福祉審議会社会福祉構造
改革分科会「社会福祉基礎構造改革
について（中間まとめ）」

９９ 地域福祉権利擁護事業創設
新エンゼルプラン策定

９４ 全社協「ふれあいネットワークプラン２１」基本
構想及び「事業型社協推進事業」推進指針発表
※「新・社会福祉協議会基本要項」を具体化し
た社協発展・強化計画が示される。
また、「社会福祉を目的とする事業の企画・
実施」の具体的指針が示される。
札幌市社協「福祉機器リサイクル事業」開始

９５ 「札幌市地域福祉社会計画」策定（札幌市）
札幌市・区社協「福祉のまち推進事業」開始

９６ 区社協「移送サービス事業」開始
９７ 札幌市社協「地域福祉市民活動計画」第２期実

施計画策定（実施計画部分の改定）
清田区社協設立・法人化
区社協「３級ヘルパー資格取得ボランティア養
成事業」開始

９８ 基礎構造改革の中で社協は地域福祉を推進する
うえで重要な存在として位置付け

９９ 北海道社協「地域福祉権利擁護事業」開始（札
幌市地域福祉生活支援センター運営）
札幌市社協「障害者あんしん相談」「介護なん
でも相談」開始（市委託）

新しい社会福祉制
度の推進期
（２０００年以後）

・個人の尊厳と自
立生活
・地域福祉の充実
・福祉サービスの
利用制度化（措
置から契約へ）
・利用者の自己決
定の保障と支援
・社会福祉事業の
多様化・活性化
・規制緩和
・少子化対策
・三位一体改革の
進行
・介護予防

００ 介護保険制度施行
福祉関係８法の改正（社会福祉法制
定）
地方自治体に地域福祉計画策定努力
義務化
新しい社会福祉法人会計基準の導入
児童虐待の防止等に関する法律施行

０１ 総合規制改革会議設置（内閣府）
社会保障改革大綱発表
DV法施行

０２ 規制改革の推進に関する第２次答申
障害者基本計画策定
新障害者プラン策定
ホームレスの自立の支援等に関する
特別措置法制定

０３ 支援費制度施行
介護保険介護報酬の改定
次世代育成支援対策推進法制定
「２０１５年の高齢者介護～高齢者の尊
厳を支えるケアの確立に向けて～」
報告

０４ 改正児童福祉法制定
※児童相談における市町村役割強化
※児童委員活動要領改正
少子化社会対策要綱策定

００ 施行した社会福祉法に社協の地域福祉推進の中
核としての位置付けが明確化
札幌市社協「市基幹型在宅介護支援センター運
営事業」開始（市委託）
札幌市社協「福祉サービス苦情相談センター運
営事業」開始（福祉サービス調整委員会設置）
札幌市ボランティア研修センター事業開始（市
委託）

０１ 区社協「福祉除雪事業」試行全市拡大
区社協「区基幹型在宅介護支援センター運営事
業」開始（市委託）
札幌市社協「ふれあい・いきいきサロンモデル
助成事業」開始
札幌市社協「知的障がい者ガイドヘルパー派遣
事業」開始（市委託）

０２ 札幌市社協創立５０周年
札幌市社協「離職者支援資金」貸付開始

０３ 「札幌市地域福祉社会計画」策定（札幌市、全
面改定）
札幌市社協「長期生活支援資金」「緊急小口資
金」貸付開始
札幌市社協「地域福祉権利擁護事業」が実施主
体として開始

０４ 札幌市社協「１８６万人の地域福祉市民活動計画」
策定（全面改定）
区社協における地域福祉権利擁護事業初期相談
受付開始（５区社協に専門員配置）

７１



時代区分 社会福祉等の主な変遷 社協の動き（全国・札幌市）※下線部札幌市分

０５ 個人情報保護法施行
人口減社会へ

０６ 障害者自立支援法施行
改正介護保険法施行
※介護予防重視とした新予防給付
の導入、包括センター
（ブランチ含む）の設置

高齢者虐待防止法施行

０８ 「これからの地域福祉のあり方につ
いて」公表
（厚生労働省「これからの地域福祉
のあの方に関する研究会」報告）
※地域における新たな支え合いの
確立と住民主体の確保＝地域社
会再生の軸としての福祉

１０ 「地域包括ケア研究会報告書」公表
※２４年度からの第５期介護保険事業
計画を展望し、地域包括ケアシス
テムの在り方やサービスの検討
「介護保険制度の見直しに関する意
見」（社会保障審議会介護保険部会
意見書）

０５ 札幌市社協「高齢者虐待防止ネットワーク運営
事業」開始（市委託）
※虐待防止ネットワーク会議の運営
※高齢者虐待相談窓口の設置
札幌市社協「認知症高齢者 GH外部評価事
業」開始

０６ 札幌市社協「地域包括支援センター」３箇所、
「介護予防センター」１箇所受託、事業開始（市
委託）
包括センター：中央第１、北第１、西第２
予防センター：北・新道南
地区福まち機能強化費導入
札幌市社協「ふれあい・いきいきサロン事業実
施要綱制定」（モデル助成要領改正）
指定管理者制度に基づく社会福祉総合センター
及びボランティア研修センター運営

０７ 札幌市社協「要保護世帯向け長期生活支援資金
貸付事業」開始

０８ 札幌市社協「高齢者・障がい者生活あんしん支
援センター」（略称：あんしんセンター）設置
・運営開始
※各種相談事業の総合化（ワンストップ）
※「地域福祉権利擁護事業」を「日常生活自
立支援事業」に名称変更

札幌市社協「成年後見事業」（法人後見）開始
０９ 社会福祉総合センター１階に元気カフェ「ふ

らっと」設置
「さっぽろ市民福祉活動計画」（平成２１～２４年
度）策定
日常生活自立支援事業（旧地域福祉権利擁護事
業）において、白石区社協に職員配置（６区）
全社協「社会福祉協議会における第３次ボラン
ティア・市民活動推進５カ年プラン」発表
全社協「小地域福祉活動（住民の地域福祉活
動）を活性化する取り組みの提案（小地域福祉
活動活性化アクションプラン）発表

１０ 北区第３地域包括支援センター受託
札幌市社協「経営に関する委員会」設置
全社協「福祉ビジョン２０１１」発表
全社協業務用ホームページ「社協の杜」開設
札幌市社協「地域見守りサポーター養成研修」
開始
札幌市災害ボランティアセンター設置・運営マ
ニュアル作成
札幌市社協「教員向け「福祉体験アイディア
集」発行
札幌市社協「小学校５・６年生向け福祉教育読
本」発行
札幌市社協「障がい者講師等派遣事業」開始
札幌市社協「ボランティア大学（札幌ときめき
大学）」開設
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資料� 〈用語解説〉

１．福祉のまち推進事業（福まち） P１０、２４、６１

誰もが安心して暮らせる地域社会の実現を目的として、市民の福祉活動への参加に
より、地域全体でお互いに支えあう環境づくりを進める。おおむね連合町内会単位の各
地区社会福祉協議会に「地区福祉のまち推進センター」が設置され、見守り活動、声か
け・訪問活動を中心に、研修会の開催、広報紙の発行、会食会の開催やサロン活動等な
どの地域福祉活動がが、地域ごとに取り組まれている。市・区社協は、ボランティア活
動の振興や PR活動を中心に事業を展開し、地区の活動を支援している。

２．福まちウイーク事業 P１２、２８、６２

地域福祉活動の必要性と福まち事業の取り組みを、より多くの市民や地域住民組織、
福祉の関係機関・団体に理解いただくことを目的に、毎年９月の第３週を「福まち
ウィーク」と位置づけ、期間中に各種の事業を実施する。「福まちパネル展」「福まち活
動写真・広報紙コンクール」「小学生の描く“人にやさしいまちづくりポスター”コン
クール」などを開催する。

３．地域見守りサポーター制度 P１２、２６、６３

日常生活の中で「何となく気にかける」程度の見守りにより、あるいは「向こう三軒
両隣」のちょっとした意識で一人暮らしの高齢者の安否を確認したり、子どもに対する
虐待などの異変に気づいたときに、行政機関、専門の福祉相談機関、地区福止のまち推
進センター、民生委員児童委員などに連絡するための福祉人材を「地域見守りサポー
ター」として養成する。

４．ふれあい・いきいきサロン P１３、３０、６４

一人暮らしの高齢者・障がい者や子育て家庭等、日々の生活に寂しさや不安を抱えて
いる方々の孤独感の解消や生きがいづくり等を目的に、住民同士が身近な地域におい
て、日常的な交流や親睦を図るための「たまり場（サロン）」をつくっていく活動。市
・区社協は、サロン活動の普及のため、設立や運営の助言、活動費の一部助成等の支援
を行っている。

５．福祉除雪サービス P１３、３２、６４

高齢者や障がい者世帯等が居住する住宅において、地域住民・団体等の協力のもと、
公道の道路除雪後の間口の固い雪等を除雪し、同時に声かけ・安否確認をしてもらうこ
とで冬季間を安心して暮らしていただくことを目的として、平成１５年から実施してい
る。市・区社協は、地域協力員の募集・発掘、利用世帯とのペアリング等を行ってい
る。
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６．ボランティアセンター P１４、３４、６４

多様化する福祉ニーズと高まるボランティア活動への期待に応えるため、昭和５４年度
に市社協にボランティアセンターを設置し、ボランティア活動の啓発、その人材発掘と
研修、相談、登録、需給調整、調査・研究等を行っている。区社協においてもボラン
ティアセンターとしての機能を発揮し、相談、登録、需給調整、研修等、ボランティア
活動の拠点としての役割を担っている。

７．災害ボランティアセンター P１４、３６、６５

災害ボランティアセンターは、社会福祉協議会や NPO等が中心となり、個人ボラン
ティアやボランティア団体の協力のもと運営し、マスコミ等への情報発信や各種団体の
情報共有、行政との連絡調整などを通じて災害支援ボランティア活動を円滑に進める。
また、災害支援ボランティアに関する受付・相談や被災者の困りごとに関する相談窓口
であり、災害支援ボランティア活動に関する調整や企画の役割を有する。

８．ボランティア大学（札幌ときめき大学） P１４、３６、６５

初めてボランティア活動に取り組む方々を対象に、ボランティア活動を継続していく
ために必要な知識や技術を学び、卒業後にはボランティア活動やボランティアリーダー
として活動する人材を養成する。

９．高齢者・障がい者生活あんしん支援センター P１５、４０、６６

高齢者や障がい者が、地域で安心して暮らすことを支援するために、福祉サービスの
情報を提供するとともに、福祉サービス苦情相談、障がい者あんしん相談、高齢者虐待
相談をはじめ、適切に制度が利用できるための総合的な福祉相談の窓口として開設して
いる。

１０．日常生活自立支援事業 P１５、４０、６６

認知症や精神の障がい等により、判断能力に不安のある方が、地域で安心して生活で
きるように支援する事業。福祉サービス利用の手続や日常的な金銭管理が心配、通帳等
の大事な書類の管理が心配な方の支援を行っている。

１１．成年後見制度 P１５、４０、６６

判断能力が充分でない方について、親族や自治体の首長等が家庭裁判所に後見等開始
の申立を行い、家庭裁判所が本人の財産管理や身上監護を担う人（成年後見人等）を選
任し、その人に法的な権限を与えて、本人に代わって法律行為ができるようにする制度
である。
札幌市では、身寄りがなく判断能力を欠く状態になった方について、札幌市長が後見
開始の申立を行う場合で、家庭裁判所が市社協の就任を適切と判断した事案につき、法
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人として成年後見人に就任する「法人後見事業」を実施している。
また、様々な理由で親族や専門職が後見人等に就任することが難しく、主として福祉
サービス利用契約等の生活上の支援を必要とする成年被後見人等について、一般市民が
後見人等に就任する「市民後見人」の必要性が高まっており、全国的に市民後見人の養
成や活動に関する調査・研究が進んでいる。

１２．生活福祉資金貸付制度 P１６、４６、６７

低所得世帯、障がい世帯及び高齢者の世帯の経済的自立と生活意欲の促進、安定した
生活を営むための支援を目的とした貸付制度。安定した生活を送るための福祉資金、教
育のための支援資金、離職者の支援のための総合支援資金などがある。

１３．応急援護資金貸付制度 P１６、４６、６７

低所得世帯等が、子どもの教育、家族の就職、病気などで一時的かつ臨時的な経費を
必要とする場合で、他の公的援助等が受けられないときの応急的な貸付制度である。

１４．地域自立支援協議会 P１７、５０、５１、６８

障がい者の地域生活への移行を目指すためには、障がい者のニーズに合わせて複数の
サービスを適切に結びつけて調整することや社会資源の改善、開発等を行う相談支援事
業の充実が不可欠であり、その中核的役割を果たすのが、自立支援協議会である。札幌
市には各行政区ごとに設置されている。

１５．地域包括支援センター P４６、６７

介護保険制度における、高齢者の地域での自立支援、介護予防の普及・啓発のための
公的機関として平成１８年度から設置され、現在、札幌市内には２１カ所ある。（２５年度か
ら２７カ所に増加）地域の保健、福祉、医療の向上、高齢者の虐待防止などの権利擁護、
特定高齢者や要支援１・２の方への介護予防プランの作成、地域の関係機関とのネット
ワークによる介護予防の推進を図る。

１６．介護予防センター P４６、６７

地域福祉活動と連携し、介護予防の普及と・啓発を図るための公的機関として平成１８
年度から設置され、現在、札幌市内には５３カ所ある。介護や福祉など、さまざまな制度
や地域のサービスについての相談対応や介護予防を目的とした、「すこやか倶楽部」「転
倒予防教室」「認知症予防教室」等も開催している。
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ご相談やお問い合わせは、こちらまで

名 称 住 所 TEL & FAX

札幌市社会福祉協議会 札幌市中央区大通西１９丁目
札幌市社会福祉総合センター３階

TEL :０１１―６１４―３３４５
FAX :０１１―６１４―１１０９

中央区社会福祉協議会 札幌市中央区南２条西１０丁目
中央区民センター１階

TEL :０１１―２８１―６１１３
FAX :０１１―２０８―０８８１

北区社会福祉協議会 札幌市北区北２４条西６丁目
北区役所１階

TEL :０１１―７５７―２４８２
FAX :０１１―７３７―７２７０

東区社会福祉協議会 札幌市東区北１１条東７丁目
東区民センター１階

TEL :０１１―７４１―６４４０
FAX :０１１―７２１―６４４４

白石区社会福祉協議会 札幌市白石区本郷通３丁目
北１番１号 白石区民センター２階

TEL :０１１―８６１―３７００
FAX :０１１―８６６―８９９９

厚別区社会福祉協議会 札幌市厚別区厚別中央１条５丁目
厚別区民センター１階

TEL :０１１―８９５―２４８３
FAX :０１１―８９６―４２６０

豊平区社会福祉協議会 札幌市豊平区平岸６条１０丁目
豊平区民センター１階

TEL :０１１―８１５―２９４０
FAX :０１１―８１５―７３７０

清田区社会福祉協議会 札幌市清田区平岡１条１丁目
清田区総合庁舎３階

TEL :０１１―８８９―２４９１
FAX :０１１―８８９―２４９２

南区社会福祉協議会 札幌市南区真駒内幸町２丁目
南区役所３階

TEL :０１１―５８２―２４１５
FAX :０１１―５８２―７３７０

西区社会福祉協議会 札幌市西区琴似２条７丁目
西区役所１階

TEL :�０１１―６４１―２４００
（４５８～４５９）

FAX :０１１―６１１―６６２０

手稲区社会福祉協議会 札幌市手稲区前田１条１１丁目
手稲区民センター１階

TEL : �０１１―６８１―２４００
（３６５～３６６）

FAX :０１１―６８４―８５６０

ボランティアセンター 札幌市中央区北１条西９丁目
リンケージプラザ２階

TEL :０１１―２２３―６００５
FAX :０１１―２６１―８８８１

中央区第１地域包括支援センター 札幌市中央区南２条西１０丁目
１００１番５号 パールタウン１階

TEL :０１１―２０９―２９３９
FAX :０１１―２７１―７８７８

北区第１地域包括支援センター 札幌市北区北２４条西５丁目
サンプラザ５階

TEL :０１１―７００―２９３９
FAX :０１１―７００―５０３７

北区第３地域包括支援センター 札幌市北区新琴似８条１４丁目
２番１号

TEL :０１１―２４１―１４２２
FAX :０１１―２１４―１４２３

西区第２地域包括支援センター 札幌市西区西野２条２丁目
５番７号 ロイヤル三王ビル３階

TEL :０１１―６６１―３９２９
FAX :０１１―６６１―３９６０

北区新道南介護予防センター 札幌市北区北２４条西５丁目
サンプラザ５階

TEL :０１１―７０７―４１２９
FAX :０１１―７００―５０３７
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